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宇 都 宮 南 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 会 報 
会長：田中正夫 幹事：磯貝 太 広報委員会リーダー：若林博純 
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    司 会          山本 敬三  会場監督（S.A.A） 

 

● ロータリーソング「それでこそロータリー」   

 

    ビジター紹介       桝田 健司 親睦委員 

 

  §星 俊彦 様 星 美帆 様（自立支援ホーム星の家・卓話者）   

 

    会長の時間 

 

こんにちは。ロータリークラブの創立者ポール・ハリスは次のような言葉を残されています。 

「私たちの血管に赤い血が流れているように、地元地域社会の幸福に無関心ではいられないし、活動

領域内にいる人々のために力を貸すのをいとわない、というのは至極もっともなことです。」これは「ポ

ール・ハリス語録」の「社会奉仕」の節から抜粋しました。今日の例会の卓話は、自立支援ホーム星の

家のホーム長でいらっしゃる星俊彦様による「星の家と月の家のこどもたち」です。星様は、長年にわ

たりまして地域社会に貢献なさっています。本当に頭が下がります。星様、卓話をよろしくお願い申し

上げます。 

今日の例会が、少しでも多く皆様のお役に立つことを願いまして、会長の挨拶とさせていただきます。 

 

    幹事報告         磯貝 太 幹事 

 

§2月のロータリーレート 1ドル＝110円 

§2月 20日市長例会(宇都宮陽南 RC合同例会）の出欠確認のお済でない方は至急幹事までご連絡ください。 

§3月 3日インターアクト「愛パーク清掃活動」の出欠確認をよろしくお願い致します。 

§「ガバナー月信」が届いております。(レターボックス配布) 

§会員満足度アンケートのご提出をよろしくお願い致します。 

 

 

 

2 月 第 2 例会          

2019 年 2 月 13 日(水)      会員数 53名 出席 26 名 
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    スマイルボックス委員会報告    長谷川 博夫 委員長 

 

§田中正夫会長  星様のご努力には本当に頭が下がります。 

§藤島 拓副会長 ①星の家様、毎年卓話ありがとうございます。 

         ②岩本次年度ロータリー財団委員長様、2 月 11 日(日)の地区財団セミナーお疲れ様

でした。 

§喜内敏夫会員  星先生、ようこそ・ 

§鈴木秀明会員  無理は言いません。ロータリー財団と米山記念奨学会をよろしく！まだ未納な方は特

によろしく！！ 

§塩田 潔会員  お寒うございます。風邪等ひかないように頑張りましょう！ 

§中野智之会員  今日も元気にスマイルします。 

 

  

多くの会員の皆様にご協力戴きありがとうございました   今週の金額  7,000 円  

 

 広報委員会ロータリーの友紹介     関口 隆 ロータリーの友委員長 

 

§ロータリーの友 P48 に「RLIは楽しい」が掲載されております。多くの皆様にご参加をお願い致します。 

 

 招待卓話 

 

  自立支援ホーム 星の家・月の家 

ホーム長 星 俊彦 様 星 美帆 様 

     

    「星の家と月の家の子供たち」 

 

     子どものこと、そして子どもたちを取り巻く社会の問題について関心をお持ちの多くの皆様。現在

でも、自立した社会人に育つことがとりわけ困難な子どもたちがいることを、皆様に是非知っていた

だきたいと思います。  

      いろいろな事情から、自立までの子ども時代を家庭で過ごすことができない子どもたちは、児童養

護施設で過ごします。けれども、現在の制度のもとでは、彼らは高校に進学できなければ、つまり「高

校在学」していなければ、施設を出て否応なく「自立」しなければならないのです。 こうした子ど

もたちが非常に困難な情況に居ることは、ご理解いただけると思います。  

       一方、家庭で育った子どもたちの中にも、自立できずに、あるいは自立することを拒否でもしてい

るかのように荒れる子どもたちも多くなりました。  

       かつては、地域社会がそれぞれの子どもたちを一人前の社会人にしていくような教育力をもってい

ました。今、それを期待することはおよそ困難です。 現在では、誰かが意志をもって、そうした子

どもたちの、本当の自立に向けての支援をすることが必要なのです。  

       この会は、こうした青少年に「心を癒す場」を提供し、自立への支援を行なうことを目的に設立さ

れました。本会が取り組もうとしている支援活動は、現行の福祉制度ですっぽりと抜け落ちている部
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分です。本来ならば社会全体が、こうした子どもの発達について、また社会的自立について、真剣に

取り組むべきでしょう。 けれども、困難な情況にある子どもらを目の前にして、福祉制度の改善を

ただ待っていることはできません。私たちは、彼らの自立のために「今必要な支援を、今届ける」こ

とを目的に、平成９年から自立援助ホーム「星の家」運営を中核とする自立支援活動を進めています。 

是非、ご理解とご支援をお願いいたします。 

自立援助ホーム「星の家」 

親の助けを受けられない子どもたちが社会的自立を支援するためのグループホームです。常時 5～6

名の入居者がホーム長の家族と一緒に暮らし、自己への自信と他者に対する信頼の回復をはかり、心の

傷を癒し、再び自立にチャレンジするための準備をしています。  

     「星の家」の特徴は、家庭的な小規模グループホームの形態をとることで、子どもらがホーム長を身

近で信頼できる存在と感じられるよう、気を配っていることです。 長く困難な状況を強いられた結果、

社会や人間に対する信頼感を失った子どもらには、このような心配りが何よりも必要なのです。  

      また、ホームを出た後も、「星の家」は子どもたちの“実家"として、いつまでも『心の安全基地』

としての役割を果たしています。自立援助ホーム「星の家」は、制度にとらわれず「必要としている子

どもたちに、必要な援助を！」という精神で運営されています。皆様からのご支援を切にお願いいたし

ます。  

ファミリーホーム「はなの家」   

     ファミリーホームは、里親や児童養護施設で養育実績のある人が、自宅で５～６人の子どもを養育す

る事業です。はなの家は現在、中学生以上の男の子５名が生活しています。  

 

子どもの居場所「月の家」 

宇都宮市の委託事業「要支援児童放課後応援事業」として養育環境がきちんと機能していない家庭環

境にある小中学生に対して放課後の勉強や遊び、食事、入浴等の生活援助を行う場です。学校に迎えに

行って自宅に送り届けます。  

退所児童等アフターケア事業サロン「だいじ家」 

子どもが、気軽に自由に集まれる居場所です。就業・生活・交友関係などの相談対応や、食事作り・

趣味やスポーツなどのレクレーション活動を行います。「だいじ家（だいじけ）」という名前は「大丈

夫ですか」という相手を思う気持ちと、1 人じゃないんだよという思いが込められている「だいじ」言

葉と居場所やくつろげる場所という意味を持つ「家」という言葉が合わさってできました。ここに来ら

れました皆さんが来てよかったと思える場所になるように活動しています。  

虐待されたり、親がいなくなったりして、家庭で育つ子とができなくなった子どもたちは、児童養護

施設や里親など、社会的養護のシステムの中で育っていきます。 

 さて、社会的養護を経た子どもたちが、その後、大変厳しい人生を歩んでいることをご存じでしょう

か。彼らは高校卒業と同時に、ひとり人社会に旅立ち、親や親族の支援がない中で生活を営んでいかな

ければなりません。もちろん高校卒業を待たずして社会に放り出されてしまう子も後を絶ちません。自

立するだけの力を持っていない状態で突然の自立を強いられてしまうのです。多くの子どもたちが、親

の庇護の下でゆるやかに自立していくのに比べ、その格差はあまりに大きいのです。 

 「だいじ家」は大きく三つの目的を持っています。そのひとつは、社会的養護の当事者が気軽に集ま

ることができる場所の提供することです。彼らが、「苦しんでいるのは自分だけじゃないんだ。」と感

じてくれることを願っています。二つ目は、現に苦しんでいる当事者への支援です。悩み事の相談や就
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労支援などの援助を行います。三つ目が当事者の声を社会的養護の現場そして社会へ発進していく中継

基地としての機能です。社会的養護のあり方を考えるとき、当事者の声に耳を傾けることが大切です。

施設や里親での生活についても自由に語れる場になることを願っています。 

 社会的養護にあった人たち、現に社会的養護にある子どもたち、すべての当事者たちが生き生きと生

活できることを願って「だいじ家」は活動していきます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    プログラム     

 

 

日付 時間 プログラム 例会場 

第 1804 回 

2 月 23 日(土) 
15：30～20：00 

RI 第 2550 地区 第 3 グループ 

インターシティーミーティング 
宇都宮グランドホテル 

  ＊ 27 日(水)の例会はありません ＊ 

 

 

日付 時間 プログラム 例会場 

第 1805 回 

3 月 6 日(水) 
12：30～13：30 

招待卓話 

「子どもの貧困について」 

栃木ボランティアネットワーク 

理事長 矢野正広様 

ホテルニューイタヤ 

第 1806 回 

3 月 13 日(水) 
18：30～19：30 

招待卓話 

「栃木県政について」 

栃木県知事 福田富一様 

ホテルニューイタヤ 

第 1807 回 

3 月 20 日(水) 
12：30～13：30 

招待卓話 

「国際奉仕について」(仮) 

第 2550 地区国際奉仕委員会 

ホテルニューイタヤ 

  ＊3 月 27 日(水)の例会はございません。ご注意ください。 

出席報告    田島久夫 副委員長 

 

会員数   53名  前々回 1月 30日 

出席数   26名   訂正率 例会なし 

欠席数    27名       

出席率 60.46％ 

％       

例会予定 

第 1803 回  2 月 20 日(水) 

陽南 RC 合同例会  招待卓話 

 

「宇都宮市政について」（仮） 

宇都宮市長 佐藤栄一 様 


